
台湾労働者フロント協会

台灣勞工陣線

搾取なしの社会を
労働運動といえば、古い、硬いといったイメージを想像する
でしょう。しかし、労働運動は長い歴史を持ちながら、常に
新たな課題に取り組んでいます。台湾労働者フロント協会
は、戒厳令期の1984年に「台湾労働者法律支援会」として
発足しました。自由がなかった時代でしたが、弁護士たちが
法律を力に労働者を助けようとしました。その後、台湾の政
治は民主化されましたが、労働者は自動的にしあわせにな
るわけではありません。「労働者を支える」という精神を引き
継いで、研究調査、出版、教育、政策提言などあらゆる側
面から労働者を支える台湾労働者フロントになりました。今
は不当解雇など労働問題を抱く労働者の相談から、ウー
バーイーツなどの配達員の実態調査まで、平等な社会を目
指して常に最新の労働問題に取り組んでいます。
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SNET台湾   みんなの台湾修学旅行ナビ
https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/2461/

「過労」、「非正規」、「ワーキングプア」（働いているのに、生活するた
めの十分な収入を得られない人々）などは、台湾でも日本でもよく耳に
する言葉になっています。2019年のデータによれば、台湾労働者の
年間労働時間は2,028時間であり、日本の1,644時間を上回っていま
す。近年、台湾の若者の政治への関心が高まるにつれて、格差やワー
キングプアへの不満も表面化しています。具体的には、組合の結成や
労働問題に関する集会が増えています。台湾労働者フロント協会は政
府統計を分析して、労働時間が一番長いのは警備業や交通業、非正
規労働者に依存しているのは建設業、塾講師などの教育業の平均月
給が全体労働者の半分しかないなどの問題を指摘しています。いずれ
も「ワーキングプア」になるリスクが高い業種です。これから上記業種
について、労働基準法の順守や労働条件の向上を政府と雇用主に求
めるように、労働者の連帯を訴えています。

ワーキングプアをなくす

2.
ウーバーイーツやフードパンダなどのデリバリー業をはじめ、いわゆる
「プラットフォームビジネス」は私たちの身近な存在になりつつありま
す。プラットフォームで働いている配達員も、いつも街で見かける風景
のひとつになりました。配達員はアプリから仕事を請け負って、誰でも
いつでも仕事できるため、かなり自由だと見られています。しかし、コン
ビニやスーパーでのパートとは違って、最低賃金が保障されていません
し、会社に保険加入の義務もありません。例えば、配達途中に転んで
怪我をしても、すべて自己責任です。台湾労働者フロント協会は配達
員に関する調査を行い、不安定な収入と交通事故などによるリスクを
明らかにしました。今後、最低賃金を保障し、正式な契約をするととも
に、社会保険を提供し、配達員の労働環境を改善するよう求めていま
す。

配達員の実態調査
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